
2019年12月15日号（通巻60号）

京都府綾部市井倉町梅ヶ畑20番地／日東精工株式会社経営企画室発行

受験生応援ねじプレゼントキャンペーン
今年度も受付を開始しています
　ゆるみを防止するという特長をもつ当社の工業

用ファスナー「ギザタイト」を、ゆるみにくい＝

集中力持続のシンボルとして、特別加工を施して、

これまで 5 年間で 2万2000人以上の方にプレゼン

トしてきました。

　学校やクラス単位での応募もあり、今年度も

「そろそろですか？」とお問い合わせを多数いた

だいておりましたが、12月から受付を開始し、既

にたくさんのご応募をいただいております。第1

回の受付は締め切りましたが、1月6日、2月3日、

3月3日と、これからも3回に分けて受け付けいた

します（毎回先着100名にプレゼント）。

　ねじの大切さ、奥深さをたくさんの方（とくに

若い世代）に知ってもらいたいという願い、また

その若い世代、次代、次々代を応援していきたい

という思いを「受験生応援ねじ」という形にして

はじめたキャンペーンで、おかげさまで冬の風物

詩としてテレビや新聞などで毎年取り上げていた

だけるほどに大きく成長しています。

　当社の技術や製品が日々進化し続けるように、

毎年、同じことを繰り返すのではなく、年度ごと

にバージョンアップさせてきました。下表キャン

ペーンのあゆみをご参照ください。そして今年度

は「AR機能」を搭載させ、専用アプリをかざす

と当社キャラクター「ねじっとくん」がエールを

送る仕掛けとなっています。お近くに受験生がい

らっしゃいましたら、ぜひ本キャンペーンをご紹

介ください。
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日東精工グループ訪問

 他社ではできないことを実現させる
精密プレスメーカ「伸和精工」

　2018年から日東精工の連結子会社となった
伸和精工は、長野県箕輪町（伊那）にある精密
プレス加工のメーカです。
　下の写真は同社の創業時に開発した金型を使
ったドットプリンター用の部品です。それまで
いくつかのパーツを組み立てていたものが、プ
レス一工程でできるようになり、また切削した
り、溶接したりという工程がなくなり、大幅に
省力、コストダウンにつながったものです。こ
ういった精密プレス加工技術を磨き、進化させ
てきたのが伸和精工なのです。

　現在顧問である浅井光春が1985年プレスメ
ーカから独立し創業。会社を発展させるには
「他ではできないことをするしかない」という
ことで、いろいろなニーズに応えるために工
夫・努力を重ねてきました。当初は限られた設
備のなかでプレス加工用の金型づくりからスタ
ートし、実績を積み重ね設備を充実させ、現在
は、スマートフォンのカメラモジュール、医療
機器、自転車の電動変速機、ハードディスク部
品をはじめ車載用バッテリー、バスパーなどの
金型やプレス加工品をさまざまな業界へ多品種
にわたり提供しています。
　一口にプレスといっても様々な種類がありま
すが、精密剪断、精密絞り、精密鍛造といった
高度なプレス加工技術を有しています。国内に
1万社といわれる国内プレスメーカでもこうい
った加工ができるのは数社のみで、伸和精工は
千社に1社のプレスメーカともいえるのです。

「HDDに使用される部品は内径公差が±0.003
㎜という極めて高い精度が要求され、従来は切
削加工でしか対応できなかったものを、弊社が
プレス加工で実現。月産400万個を安定した品
質で生産しています」（片山博明会長）
「他社で断られた、できなかったことをあきら
めす粘り強く実現してきました。代替のない技
術力、そして営業担当のほとんどが技術部門経
験者であることが当社の強みです」（小澤強社長）
　2020年春には新工場も竣工予定で、さらにお
客様ニーズに応え、また日東精工グループでの
事業相互波及、シナジー効果も期待が大きくな
ります。

左の金属をプレスして右のように仕上げます。

片山会長（写真右）と小澤社長

写真上は最先端プレス
技術を使った製品。
写真右は「品質管理」
部門。会社玄関入って
正面にあるのは、それ
だけ品質を大事にして
いる証です。
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日本ねじ工業協会から8名が視察
有意義な意見交換をしました

グループ企業を交えて
「モノづくり改善発表会」を開催

グループ全体の底上げを目指し
経営者育成研修＆営業実践塾開催

当社や関連会社、現地法人が
展示会に出展し、技術力をアピール

　一般社団法人日本ねじ工業協会は、日本のモノづ
くりを支えるために、ねじ工業の先進化および技術
力強化を目指して設立されたねじ製造業界の全国団
体です。11月1日に一般社団法人日本ねじ工業協会
から、椿省一郎会長様をはじめ、政策委員会の皆様
8名が綾部の本社に来社され、当社のねじ、ねじ締
めロボットの製造工場を視察いただきました。
　また椿会長や副会長の方々と当社代表取締役社長
材木正己や役員との会談の場も設け、ねじの技能検
定のあり方や
課題など、ね
じ業界の発展
や技量向上に
ついて有意義
な意見交換を
させていただ
きました。

　11月は品質月間ですが、この品質月間の様々な取
り組みの一環として、11月5日に「日東精工グルー
プモノづくり改善発表会」を開催。昨年は海外5か
国の現地法人代表を迎えて「グローバルQC改善発
表会」を行いましたが、今年度は国内子会社を交え
て全8サークルが1年間
のQCサークル活動、
改善活動の成果を発表
しました。
　グループからは建築
ボルト製造の協栄製作
所、精密プレス部品製
造の伸和精工が初参加。
互いの改善手法や着眼
点などを学び合い、グ
ループ全体のレベルア
ップを図りました。

　10月26日と11月16日の両日、当社若手社員を対象
に「財務管理基礎研修」を開催。これは若い人材の
可能性を引き出し、将来のレベルアップには必ず必
要となる財務管理の基礎を学ぶものです。
　また当社では製造や管理の人材だけではなく、販
売に携わる人材の質向上にも力を注いでいます。お
客様と接する機会が多い若手営業担当者を対象に、
10月19日と11月9日にお客様意識の向上と対人コミ
ュニケーションスキルの向上のための研修会を実施。
こちらには当社だけではなく、連結子会社である日
東公進（京都府綾部市）、協栄製作所（奈良県五條
市）、和光（群馬県邑
楽郡）、松浦屋（東京
都品川区）からも参
加があり、グループ
全 体 で の 底 上 げ を
図りました。

　10月16日から18日まで福岡マリンメッセで行われ
た「モノづくりフェア2019」に九州日東精工が出展。
また10月23日から26日までアメリカ・シカゴで開催
さ れ た「 The Assembly Show 」に は 現 地 法 人

「NSA」が出展し、ねじ締め機などのデモンストレ
ーションを行いました。
とくに自動車分野に注
目され、コンタクトい
ただいた方は昨年の30
％アップとなりました。
さらに12月には幕張メ
ッセで「第3回接着・
接合EXPO」も開催さ
れ、当社では異種金属
接 合「 AKROSE 」な
どをアピールしました。

伸和精工の発表

協栄製作所の発表
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f r o m 社 長 室 正 己 語 録 ㉔

アスリートファーストとセーフティファースト

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
観
客
…
…
、

そ
し
て
テ
レ
ビ
で
観
戦
す
る
世
界

中
の
人
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

単
純
に
ア
ス
リ
ー
ト
が
「
最
優

先
」
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
す
べ

て
に
対
し
て
し
っ
か
り
目
配
り
さ

れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

こ
れ
は
企
業
に
置
き
か
え
て
み

て
も
同
じ
で
す
。

　

た
と
え
ば
「
お
客
様
フ
ァ
ー
ス

ト
」
と
い
っ
て
、
従
業
員
を
な
い

が
し
ろ
に
す
れ
ば
会
社
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
そ
の
逆
の
「
従
業
員

フ
ァ
ー
ス
ト
」
も
然
り
。

　

大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
、
ひ
と
つ
だ
け
で
な
く
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

物
事
を
判
断
し
て
い
く
う
え
で
順

番
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
は
大
切

で
す
し
、
事
業
活
動
に
お
い
て
は

「
集
中
と
選
択
」
が
問
わ
れ
る
こ

と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し

「
○
○
フ
ァ
ー
ス
ト
」
い
う
こ
と

で
、
そ
こ
を
重
点
的
に
見
れ
ば
い

い
と
、
視
野
を
狭
め
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
留
意
し
た
い
も

の
で
す
。

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン

と
競
歩
の
会
場
が
東
京
か

ら
札
幌
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
を
ど
う
す
る
か
、
追
加
で

必
要
と
な
る
予
算
を
ど
う
す
る
か

な
ど
で
、
ま
だ
調
整
中
の
よ
う
で

す
が
、
い
い
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

き
っ
と
い
い
方
向
で
収
ま
っ
て
い

く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
一
連
の
報
道
で
よ

く
耳
に
し
た
の
が
「
ア
ス
リ
ー
ト

フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
で
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
こ
の
言
葉
が

水
戸
黄
門
の
印
籠
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
が
、
こ

の
フ
ァ
ー
ス
ト
を
「
い
ち
ば
ん
最

初
に
考
え
る
」
と
捉
え
る
か
「
最

優
先
に
」
と
捉
え
る
か
で
意
味
が

違
っ
て
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
大
会
な
の
で

選
手
の
こ
と
を
ま
ず
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
当
然
で
し
ょ
う
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
「
ア
ス
リ
ー
ト
フ

ァ
ー
ス
ト
」
で
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ア
ス

リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
支

え
る
チ
ー
ム
、
家
族
、
サ
ポ
ー
タ

　日本で初めて「ハネムーン（新婚旅行）」をしたの
は坂本龍馬とお龍というのは知る人ぞ知るお話ですが、
この夫妻が青蓮院の塔頭・金蔵寺で祝言を挙げたとき、
仲人を務めたのが住職の「知足院」でした。お龍の父、
楢崎将作が青蓮院の侍医だったこともあり深い関わり
があったのでしょう。そしてこの知足院さん、じつは
日東精工本社がある京都あやべ
出身だったそう。知友・楢崎が
亡くなってからもお龍の実母や
弟を気にかけ、あやべに暮らす
甥に面倒見を依頼したといわれ
ています。彼らが身を寄せてい
た加藤省吾邸はあやべの岡町に
あったといわれ、この場所はな
んと日東精工本社敷地の前にあ
ります！

坂本龍馬夫妻を取り持つ、
あやべの御縁

連載�
あやべ  ちょっと寄り道

オ

　

何
よ
り
大
切
な
の
は
「
セ
ー
フ

テ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
」。

　

マ
ラ
ソ
ン
や
競
歩
の
会
場
変
更

の
き
っ
か
け
は
「
よ
り
安
全
に
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
ア
ス
リ

ー
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
っ
て
も
、

選
手
に
と
っ
て
思
惑
は
違
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
で
も
安
全
は
す
べ

て
に
お
い
て
最
優
先
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
、
そ
こ
に
思
惑
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
自
然
相
手
の
こ
と
で

す
か
ら
、
実
は
札
幌
の
ほ
う
が
暑

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り

得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

で
も
、
そ
の
時
点
で
考
え
ら
れ
る

「
よ
り
安
全
」
を
選
択
し
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
は

間
違
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

東
京
で
準
備
さ
れ
て
き
た
安
全
、

暑
さ
対
策
が
今
後
札
幌
で
生
か
さ

れ
、
よ
り
安
全
面
が
強
化
さ
れ
て

い
け
ば
い
い
で
す
ね
。
当
社
も
お

客
様
、
株
主
様
、
地
域
の
方
々
、

従
業
員
に
常
に
心
配
り
を
し
な
が

ら
、
安
全
安
心
を
最
優
先
し
て
い

く
企
業
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

知足院生家跡に建立された記
念碑。奥に見えるのは日東精工
本社線材倉庫


